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最
澄
に
お
け
る
天
台
修
学
期
の
再
検
討
英　
　
　
　
　
　
　
　
亮
は
じ
め
に
　
本
稿
の
目
的
は
、
最
澄
が
天
台
修
学
を
志
し
た
時
期
を
再
考
す
る
こ
と
に
あ
る
。
全
体
的
な
筆
者
の
関
心
は
最
澄
の
生
涯
に
お
け
る
思
想
的
変
遷
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
本
稿
を
そ
の
端
緒
と
し
た
い
。
　
最
澄
［
七
六
六
・
七
六
七
─
八
二
二
］
は
、
南
都
・
大
安
寺
の
行
表
［
七
二
二
─
七
九
七
］
の
も
と
で
修
業
に
励
み
、
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
四
月
六
日
に
授
戒
し
、
同
年
七
月
に
比
叡
山
に
登
っ
た
と
さ
れ
る
。
比
叡
山
に
入
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
無
常
観
と
自
己
反
省
か
ら
、
禅
に
つ
と
め
、
修
行
を
す
る
た
め
で
あ
っ
た
」
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
修
行
を
目
的
と
し
て
比
叡
山
に
入
っ
た
最
澄
で
あ
っ
た
が
、〝
天
台
修
学
を
志
し
た
時
期
〟
に
関
し
て
は
、
最
澄
の
伝
記
で
あ
る
『
叡
山
大
師
伝
』
に
基
づ
く
説
と
、
最
澄
が
入
山
直
後
に
撰
述
し
た
『
願
文
』
に
基
づ
く
説
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
て
き
た
。『
叡
山
大
師
伝
』
に
基
づ
け
ば
、
法
蔵
［
六
四
四
─
七
一
二
］
の
著
作
に
天
台
教
学
を
指
南
と
し
て
い
る
記
述
を
見
て
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
っ
た
後
に
天
台
修
学
を
志
し
た
〟
と
推
定
で
き
る
。
一
方
、
最
澄
撰
『
願
文
』
に
基
づ
く
と
、
天
台
教
学
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
と
予
想
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
両
説
は
一
見
す
る
と
矛
盾
し
た
見
解
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
点
を
追
究
し
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
が
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
後
者
の
『
願
文
』
説
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
（
）
1
（
）
2
17
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
蓋
然
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
以
上
の
点
を
論
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
な
お
、
本
稿
の
対
象
と
し
て
は
、
最
澄
の
伝
記
で
あ
る
『
叡
山
大
師
伝
』
と
最
澄
撰
『
願
文
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の
他
の
書
物
に
関
し
て
は
、『
叡
山
大
師
伝
』
な
ら
び
に
最
澄
撰
『
願
文
』
と
関
連
す
る
書
物
に
限
っ
て
考
察
の
対
象
と
し
た
。
一
、
最
澄
の
天
台
修
学
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
一
─
一
　『
叡
山
大
師
伝
』
に
お
け
る
最
澄
の
天
台
修
学
　
ま
ず
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
お
け
る
最
澄
の
天
台
修
学
を
確
認
し
た
い
。『
叡
山
大
師
伝
』
と
は
、「
最
澄
の
伝
記
の
最
も
基
本
的
な
も
の
」
と
さ
れ
、
最
澄
の
弟
子
で
あ
る
真
忠
［
生
没
年
不
詳
］
が
撰
述
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
叡
山
大
師
伝
』
で
は
、
最
澄
が
天
台
修
学
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
［
比
叡
山
に
］
六
和
敬
は
欠
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、［
仏
教
の
典
籍
は
］
一
山
（
比
叡
山
）
に
限
り
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
師
（
最
澄
）
は
［
仏
教
の
典
籍
を
］
獲
得
し
、［
法
蔵
の
］『
大
乗
起
信
論
義
記
』
や
『
華
厳
五
教
章
』
等
に
天
台
［
教
学
］
を
尚
ん
で
指
南
と
し
て
い
る
こ
と
を
披
覧
し
て
、
こ
の
文
を
見
る
た
び
に
不
覚
に
も
涙
を
下
し
た
。［
し
か
し
な
が
ら
］
天
台
教
迹
を
披
閲
す
る
手
段
が
な
か
っ
た
こ
と
に
慨
然
と
し
た
。
こ
の
と
き
［
偶
然
に
も
］
天
台
法
門
［
に
関
す
る
典
籍
］
の
所
在
を
知
っ
て
い
る
人
に
邂
逅
・
値
遇
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
円
頓
止
観
』、『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』、
な
ら
び
に
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』、『
四
教
義
』、『
維
摩
経
疏
』
等
を
写
し
取
っ
た
。
こ
れ
ら
［
の
典
籍
は
］
唐
［
か
ら
本
朝
へ
来
た
］
鑑
真
和
上
の
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
傍
線
部
で
は
、
最
澄
が
「［
法
蔵
の
］『
大
乗
起
信
論
義
記
』
や
『
華
厳
五
教
章
』
等
に
天
台
［
教
学
］
を
指
南
と
し
て
い
る
こ
と
を
披
覧
」
し
、
天
台
修
学
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
最
澄
が
披
閲
し
て
い
た
の
は
、
法
蔵
撰
『
五
教
章
』・『
義
記
』
に
あ
る
以
下
の
箇
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
）
3
（
）
4
（
）
5
（
）
6
（
）
7
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◇
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
⑴
七
つ
目
に
南
岳
慧
思
禅
師
お
よ
び
天
台
智
者
禅
師
に
依
る
と
、
四
種
教
判
を
立
て
て
、
東
（
中
国
）
に
流
れ
て
き
た
一
代
の
聖
教
を
統
一
し
摂
受
し
た
。
◇
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
⑵
こ
の
上
記
［
に
挙
げ
た
］
十
家
［
の
仏
教
者
は
］
教
判
を
立
て
て
、
諸
徳
な
ら
び
に
当
時
の
法
将
で
あ
り
、
英
悟
絶
倫
で
あ
っ
た
。
歴
代
［
の
僧
侶
に
と
っ
て
の
］
明
ら
か
な
模
範
で
あ
り
、［
十
家
の
］
階
位
は
測
り
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。［
そ
の
中
で
も
、］
た
だ
慧
思
禅
師
お
よ
び
智
顗
禅
師
は
、
神
異
が
［
両
者
の
間
で
］
感
通
し
て
お
り
、
足
跡
は
交
わ
っ
て
位
に
あ
ず
か
っ
た
。［
両
者
は
、］
霊
鷲
山
で
［
共
に
］
法
を
聴
い
た
こ
と
を
深
く
忘
れ
ず
今
世
に
い
た
。［
慧
思
と
智
顗
に
関
す
る
］
ほ
か
の
神
応
は
広
く
僧
伝
［
に
説
か
れ
る
］
通
り
で
あ
る
。
◇
法
蔵
撰
『
義
記
』
止
観
を
修
行
す
る
と
い
う
の
は
、
静
処
に
と
ど
ま
っ
て
端
座
し
て
意
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。
前
の
中
に
「
静
処
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
止
観
を
修
行
す
る
縁
等
［
を
指
す
］
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
［
止
観
を
修
行
す
る
縁
］
に
五
縁
あ
る
。
一
つ
に
は
閑
居
静
処
。（
中
略
）
二
つ
に
は
持
戒
清
浄
。（
中
略
）
三
つ
に
は
衣
食
具
足
。
四
つ
に
は
得
善
知
識
。
五
つ
に
は
息
諸
縁
務
で
あ
る
（
中
略
）
広
く
は
天
台
智
顗
禅
師
［
が
著
し
た
］
二
巻
の
『
小
止
観
』
に
［
詳
し
く
］
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
　
従
前
の
研
究
で
は
、
傍
線
部
の
記
述
を
最
澄
が
披
閲
し
た
こ
と
で
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
っ
た
後
に
天
台
修
学
を
志
し
た
〟
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
関
口
眞
大
［
一
九
六
九
］（
一
七
三
）、
安
藤
俊
雄
・
薗
田
香
融
［
一
九
七
四
］（
四
七
五
）、
佐
伯
有
清
［
一
九
九
四
］
（
八
三
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
◆
関
口
眞
大
［
一
九
六
九
］（
一
七
三
）
（
）
8
（
）
9
（
）
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伝
教
大
師
は
、
若
い
時
代
に
華
厳
五
教
章
と
大
乗
起
信
論
疏
を
学
び
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
お
い
て
、
天
台
大
師
が
つ
ね
に
指
南
と
し
て
尊
尚
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
天
台
大
師
を
思
慕
し
、
つ
い
に
天
台
を
宗
と
す
る
志
を
決
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
天
台
大
師
を
霊
山
聴
衆
と
す
る
思
想
は
、
は
じ
め
に
こ
の
華
厳
五
教
章
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
。
◆
安
藤
俊
雄
・
薗
田
香
融
［
一
九
七
四
］（
四
七
四
）
…
…
入
山
中
の
思
想
模
索
の
中
で
、
し
だ
い
に
「
大
乗
起
信
論
疏
」（
法
蔵
撰
）
や
「
華
厳
五
教
章
」（
同
上
）
な
ど
の
華
厳
の
章
疏
に
深
い
関
心
を
示
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ
ら
の
華
厳
の
章
疏
を
通
じ
て
、
天
台
の
学
説
の
存
在
を
知
り
、
そ
れ
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
華
厳
の
学
説
が
、
天
台
の
釈
義
の
指
南
を
う
け
る
と
こ
ろ
が
甚
だ
多
か
っ
た
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
だ
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
最
澄
は
い
わ
ば
、
中
国
仏
教
の
教
学
発
展
の
あ
と
を
逆
に
た
ど
る
形
で
、
唯
識
か
ら
華
厳
へ
、
華
厳
か
ら
天
台
へ
と
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
◆
佐
伯
有
清
［
一
九
九
四
］（
八
三
）
比
叡
山
に
籠
っ
て
い
る
間
に
、
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
疏
』（『
大
乗
起
信
論
義
記
』）
や
『
華
厳
五
教
章
』（『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』）
な
ど
を
読
み
、
こ
れ
ら
の
経
疏
が
、
い
ず
れ
も
天
台
を
尊
び
、
指
南
と
し
て
い
る
の
に
導
か
れ
た
最
澄
は
、
な
ん
と
し
て
も
天
台
の
教
籍
を
直
接
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
強
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
天
台
教
学
を
指
南
と
す
る
記
述
が
法
蔵
の
著
作
に
あ
る
こ
と
を
最
澄
が
披
閲
し
た
と
い
う
『
叡
山
大
師
伝
』
の
記
述
に
基
づ
き
、〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
っ
た
後
に
天
台
修
学
を
志
し
た
〟
と
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
）
11
20
一
─
二
　
最
澄
撰
『
願
文
』
に
お
け
る
天
台
修
学
　
一
方
、
最
澄
撰
『
願
文
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
天
台
用
語
に
着
目
し
、〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
と
す
る
先
行
研
究
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
四
つ
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
最
澄
は
、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
を
披
閲
し
、
天
台
修
学
を
志
し
た
。
　
　
　
　
稲
葉
圓
成
［
一
九
二
六
］、
塩
入
亮
忠
［
一
九
三
九
］（
一
五
、
四
三
─
五
二
）、
関
口
眞
大
［
一
九
七
三
（
一
）］
　
　
　
　
木
内
堯
大
［
二
〇
一
一
］
②
最
澄
は
、
法
蔵
の
著
作
に
引
用
さ
れ
る
智
顗
撰
『
小
止
観
』
を
披
閲
し
、
天
台
修
学
を
志
し
た
。
　
　
　
　
関
口
眞
大
［
一
九
七
三
（
二
）］
③
最
澄
は
、
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
を
披
閲
し
、
天
台
修
学
を
志
し
た
。
　
　
　
　
佐
伯
有
清
［
一
九
九
四
］（
七
二
─
七
五
、
八
一
）、
木
内
堯
央
［
二
〇
一
二
］（
五
二
四
─
五
二
五
）
④
〝
最
澄
が
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
こ
と
は
認
め
つ
つ
、
明
確
な
根
拠
は
示
さ
な
い
。
　
　
　
　
田
村
晃
祐
［
一
九
八
八
］（
三
三
）、
小
林
真
由
美
［
二
〇
二
〇
］
　
こ
れ
ら
を
順
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。
①
最
澄
は
、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
を
披
閲
し
、
天
台
修
学
を
志
し
た
。
◆
稲
葉
圓
成
［
一
九
二
六
］
…
…
古
来
最
澄
の
天
台
修
学
期
は
非
際
伝
の
如
く
籠
山
以
後
の
事
と
し
て
毫
も
疑
を
挟
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
丁
度
願
文
の
述
作
を
21
籠
山
最
初
と
す
る
と
同
じ
よ
う
に
。
し
か
し
願
文
を
仔
細
に
研
究
す
る
と
、
此
の
天
台
修
学
期
を
籠
山
以
後
と
す
る
説
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
そ
れ
が
修
正
さ
る
る
な
ら
ば
、
最
澄
の
叡
山
入
り
の
動
機
に
就
い
て
は
従
来
の
説
に
幾
分
の
修
正
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
　
稲
葉
氏
は
最
澄
撰
『
願
文
』
に
天
台
教
学
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
以
下
の
点
を
挙
げ
る
。
▪
『
願
文
』
に
あ
る
「
六
根
相
似
位
」
と
い
う
語
は
、
智
顗
説
『
法
華
玄
義
』
等
に
あ
る
よ
う
に
「
天
台
独
特
の
用
語
」
で
あ
る
こ
と
。
▪
「
六
根
相
似
位
」
と
い
う
語
は
最
澄
撰
『
願
文
』
に
三
度
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
典
拠
は
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
』
四
十
六
）「
正
修
」
章
に
含
ま
れ
る
、
第
九
「
能
安
忍
」（
同
、
九
十
九
中
）
な
ら
び
に
第
十
「
無
法
愛
」（
同
、
九
十
九
下
）
の
箇
所
で
あ
る
こ
と
。
▪
最
澄
撰
『
願
文
』
に
は
、
五
つ
の
「
心
願
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
二
願
目
に
含
ま
れ
る
「
不
才
芸
」
と
い
う
語
、
ま
た
四
願
目
に
含
ま
れ
る
「
不
著
世
間
人
事
縁
務
」
と
い
う
語
は
、『
摩
訶
止
観
』「
二
十
五
方
便
」
の
、「
息
諸
縁
務
」（
同
、
四
十
二
下
）
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
▪
最
澄
撰
『
願
文
』
に
あ
る
、「
無
作
無
縁
四
弘
誓
願
」
は
、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』「
常
境
無
相
常
智
無
縁
。
以
無
縁
智
縁
無
相
境
。
無
相
之
境
相
無
縁
之
智
。
智
境
冥
一
而
言
境
智
。
故
名
無
作
也
」（
同
、
九
下
）
が
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
▪
最
澄
撰
『
願
文
』
に
あ
る
、「
聖
教
嘖
空
手
」
の
典
拠
は
、
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』「
当
勤
精
進
策
勵
身
心
。
加
意
防
擬
思
惟
法
相
。
分
別
選
択
善
悪
之
法
。
勿
令
睡
蓋
得
入
。
又
当
撰
択
善
悪
之
心
令
生
法
喜
。
心
既
明
浄
睡
蓋
自
除
。
莫
以
睡
眠
因
縁
失
二
世
楽
。
徒
生
徒
死
無
一
可
獲
。
如
入
宝
山
空
手
而
帰
」（
同
、
四
十
五
中
）
で
あ
る
こ
と
。
▪
最
澄
撰
『
願
文
』
に
、「
以
無
所
得
而
為
方
便
為
無
上
第
一
義
。
発
金
剛
不
壊
不
退
心
願
」
と
あ
る
が
、「
無
所
得
の
空
を
方
便
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
無
上
第
一
義
を
説
く
の
は
、
天
台
の
空
仮
中
の
三
諦
の
思
想
で
あ
る
」
こ
と
。
　
稲
葉
氏
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
指
摘
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
22
以
上
願
文
の
上
に
顕
は
れ
た
用
語
に
就
い
て
、
天
台
家
よ
り
借
り
来
る
も
の
と
思
わ
る
ゝ
も
の
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
こ
の
願
文
が
少
な
く
と
も
天
台
の
三
大
部
を
研
究
し
且
つ
私
淑
し
た
者
で
な
く
て
は
書
け
な
い
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
思
ふ
。
　
こ
の
よ
う
に
、
稲
葉
氏
は
最
澄
撰
『
願
文
』
と
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
の
一
致
箇
所
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
澄
が
天
台
修
学
を
志
し
た
時
期
は
入
山
前
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
◆
塩
入
亮
忠
［
一
九
三
九
］（
一
五
）
願
文
を
拝
読
し
て
見
ま
す
の
に
ど
う
し
て
も
、
天
台
の
教
養
が
な
け
れ
ば
書
け
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
五
条
の
誓
願
は
天
台
の
摩
訶
止
観
の
具
五
縁
の
思
想
を
離
れ
て
は
考
へ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
六
根
相
似
と
云
ひ
、
無
作
の
四
弘
誓
願
と
云
ひ
、
何
れ
も
天
台
仏
教
の
独
特
の
用
語
で
あ
り
ま
す
。
　
塩
入
氏
は
、
最
澄
が
『
願
文
』
を
著
す
に
は
「
天
台
の
教
養
」
が
必
要
に
な
る
と
論
じ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
に
あ
る
「
具
五
縁
」
の
思
想
や
、「
六
根
相
似
」「
無
作
の
四
弘
誓
願
」
な
ど
の
天
台
用
語
を
最
澄
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
◆
関
口
眞
大
［
一
九
七
三
（
一
）］
　
関
口
氏
は
、
稲
葉
氏
と
二
宮
氏
の
両
見
解
を
挙
げ
て
「
そ
の
い
ず
れ
に
も
充
分
に
は
同
意
し
が
た
い
点
が
あ
る
」
と
前
置
き
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
…
…
六
根
相
似
の
位
を
得
ざ
る
よ
り
こ
の
か
た
、
出
仮
せ
じ
」
と
い
う
伝
教
大
師
の
誓
願
が
『
摩
訶
止
観
』
に
見
ら
れ
る
三
根
出
仮
の
説
の
下
根
の
出
仮
と
全
く
一
致
す
る
（
中
略
）
す
な
わ
ち
も
し
伝
教
大
師
の
願
文
の
製
作
が
天
台
大
師
法
門
の
修
学
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
る
な
ら
、
そ
の
考
証
は
、
単
な
る
い
く
つ
か
の
用
語
の
教
系
な
ど
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、『
摩
訶
止
観
』
の
こ
の
一
（
）
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段
の
所
説
と
の
関
係
に
お
い
て
こ
そ
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
関
口
氏
は
、
最
澄
撰
『
願
文
』
に
説
か
れ
る
「
六
根
相
似
」
の
箇
所
と
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
と
の
一
致
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
最
澄
が
比
叡
山
に
入
る
前
に
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
等
を
披
閲
し
て
い
た
こ
と
を
肯
首
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
◆
木
内
堯
大
［
二
〇
一
一
］
最
澄
が
六
根
相
似
位
に
至
る
ま
で
出
仮
し
な
い
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、『
摩
訶
止
観
』
に
見
ら
れ
る
下
根
は
十
信
の
相
似
位
、
中
根
は
五
品
弟
子
位
、
上
根
は
そ
れ
以
前
と
す
る
三
根
出
家
を
根
拠
と
す
べ
き
で
あ
り
、
自
ら
を
愚
狂
、
底
下
の
下
根
と
置
く
最
澄
に
と
っ
て
、
六
根
相
似
位
を
出
仮
の
段
階
と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。『
叡
山
大
師
伝
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
時
系
列
を
追
え
ば
、
『
願
文
』
撰
述
、
内
供
奉
補
任
、
法
蔵
著
作
に
引
用
さ
れ
る
智
顗
説
へ
の
邂
逅
値
遇
、
鑑
真
将
来
文
献
の
入
手
と
な
る
が
、『
天
台
小
止
観
』
に
加
え
て
『
摩
訶
止
観
』
に
関
す
る
知
識
も
、『
願
文
』
撰
述
時
点
で
最
澄
が
既
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
言
え
よ
う
。
　
木
内
氏
は
、『
願
文
』
執
筆
時
の
最
澄
が
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
等
を
披
閲
し
た
形
跡
が
あ
り
、
入
山
以
前
か
ら
天
台
教
学
の
知
識
を
有
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
①
の
説
は
『
願
文
』
執
筆
時
の
最
澄
が
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
等
を
す
で
に
披
閲
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
②
最
澄
は
、
法
蔵
の
著
作
に
引
用
さ
れ
る
智
顗
撰
『
小
止
観
』
を
披
閲
し
、
天
台
修
学
を
志
し
た
。
◆
関
口
眞
大
［
一
九
七
三
（
二
）］
　
関
口
氏
は
①
の
自
説
と
は
別
に
、
最
澄
が
智
顗
撰
『
小
止
観
』
を
披
閲
し
た
上
で
『
願
文
』
を
執
筆
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
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願
文
の
作
成
は
も
ち
ろ
ん
比
叡
山
入
山
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
そ
れ
が
天
台
法
門
修
学
以
前
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
用
語
な
ど
は
お
そ
ら
く
は
起
信
論
疏
、
華
厳
五
教
章
な
ど
に
関
連
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
も
し
天
台
法
門
と
の
邂
逅
以
後
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
全
体
の
読
破
精
研
以
後
の
こ
と
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
ま
ず
天
台
小
止
観
を
披
閲
し
た
こ
ろ
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
起
信
論
疏
や
華
厳
五
教
章
等
に
お
い
て
若
き
大
師
に
下
涙
概
然
さ
せ
て
い
た
の
は
、
じ
つ
は
そ
れ
ら
の
な
か
に
天
台
小
止
観
が
く
わ
し
く
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
な
の
で
あ
る
。
　
関
口
氏
は
、
最
澄
が
智
顗
撰
『
小
止
観
』
を
披
閲
し
た
上
で
『
願
文
』
を
執
筆
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
澄
が
法
蔵
の
著
作
を
見
て
「
下
涙
」
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
中
に
智
顗
撰
『
小
止
観
』
が
引
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
③
最
澄
は
、
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
を
披
閲
し
、
天
台
修
学
を
志
し
た
。
◆
佐
伯
有
清
［
一
九
九
四
］（
七
二
─
七
五
、
八
一
）
最
澄
は
、
国
分
寺
と
な
る
前
の
国
昌
寺
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
も
事
実
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
か
つ
て
鑑
真
に
し
た
が
っ
て
日
本
に
渡
来
し
た
法
進
は
、
そ
の
著
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
を
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
十
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
七
日
ま
で
、
お
よ
そ
二
カ
月
を
か
け
て
、
国
昌
寺
に
お
い
て
弟
子
の
東
大
寺
の
僧
慧
山
、
元
興
寺
の
僧
聖
一
、
山
田
寺
の
行
潜
に
講
説
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
法
進
の
講
説
に
あ
た
っ
て
、
国
昌
寺
の
僧
た
ち
も
聴
講
し
た
こ
と
は
、
当
然
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
が
国
昌
寺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
、
そ
の
写
本
が
国
昌
寺
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
は
、
き
わ
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
法
進
の
国
昌
寺
で
の
講
説
は
、
最
澄
が
生
ま
れ
る
五
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
以
後
も
な
が
く
法
進
の
講
説
の
内
容
は
、
滋
賀
郡
の
み
な
ら
ず
近
江
国
の
諸
寺
院
の
僧
侶
の
あ
い
だ
で
は
語
り
草
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
最
澄
が
師
行
表
の
も
と
で
仏
教
を
本
格
的
に
修
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
最
澄
も
法
進
の
国
昌
寺
で
の
教
説
の
こ
と
を
聞
き
、
25
あ
る
い
は
国
昌
寺
に
あ
っ
た
写
本
の
謄
写
本
の
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
を
繙
読
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
空
手
と
嘖
め
た
ま
え
り
」
と
い
う
最
澄
の
文
も
、
法
進
の
同
経
疏
か
ら
得
た
こ
と
か
ら
の
発
想
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
中
略
）
以
上
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
最
澄
は
、『
小
止
観
』
な
ど
を
繙
読
し
て
い
な
く
て
も
、
法
進
の
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
を
熟
読
し
て
い
れ
ば
、
天
台
の
教
説
に
色
濃
く
彩
ら
れ
て
い
る
「
願
文
」
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
見
ら
れ
る
。
　
佐
伯
氏
は
、
最
澄
が
得
度
し
た
先
の
国
昌
寺
に
伝
わ
っ
て
い
た
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
を
披
閲
し
、『
願
文
』
を
執
筆
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
◆
木
内
堯
央
［
二
〇
一
二
］（
五
二
四
─
五
二
五
）
比
叡
山
入
山
を
は
た
し
、『
願
文
』
を
製
す
る
に
い
た
っ
た
最
澄
の
行
業
は
、『
天
台
小
止
観
』
の
指
示
に
添
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
、
得
度
に
か
か
わ
る
法
進
撰
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
所
引
の
『
天
台
小
止
観
』
が
、
真
面
目
な
求
道
心
に
燃
え
た
最
澄
に
お
よ
ぼ
し
た
深
刻
な
影
響
に
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、『
願
文
』
を
書
い
た
の
も
、
大
乗
仏
教
を
採
っ
た
の
も
、『
天
台
小
止
観
』
の
指
示
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
木
内
氏
の
見
解
は
、
佐
伯
氏
の
見
解
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
③
の
説
は
、
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
に
引
用
さ
れ
る
智
顗
撰
『
小
止
観
』
を
最
澄
が
披
閲
し
、『
願
文
』
執
筆
に
至
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
。
④
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
こ
と
は
認
め
つ
つ
、
明
確
な
根
拠
は
示
さ
な
い
。
◆
田
村
晃
祐
［
一
九
八
八
］（
三
三
）
問
題
は
、『
願
文
』
に
天
台
の
実
践
論
が
用
い
ら
れ
て
い
る
以
上
、
天
台
修
学
は
比
叡
入
山
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
26
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
師
行
表
の
系
統
に
は
天
台
の
実
践
方
法
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
原
動
力
と
な
り
、
入
山
以
後
、
華
厳
の
書
物
の
言
及
を
読
ん
だ
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
格
的
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
事
実
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
田
村
氏
は
、
行
表
［
七
二
二
─
七
九
七
］
の
「
天
台
の
実
践
方
法
」
を
最
澄
が
受
け
継
い
だ
後
に
、
法
蔵
の
書
物
を
披
閲
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
「
本
格
的
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
見
て
い
る
。
◆
小
林
真
由
美
［
二
〇
二
〇
］
『
願
文
』
は
、
一
九
歳
か
二
〇
歳
の
若
き
最
澄
が
、
東
大
寺
の
戒
壇
で
具
足
戒
を
受
け
た
後
、
比
叡
山
で
籠
山
修
行
を
始
め
る
際
に
書
い
た
文
章
で
、
自
ら
の
修
行
の
成
就
を
誓
う
誓
願
文
で
あ
る
。
前
文
・
五
条
の
誓
願
・
末
文
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
四
弘
誓
願
」
は
末
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
四
弘
誓
願
の
内
容
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
智
顗
の
説
を
ふ
ま
え
て
い
る
確
証
は
な
い
が
、
最
澄
が
は
や
く
も
こ
の
時
期
に
「
四
弘
誓
願
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
　
小
林
氏
は
明
確
な
根
拠
は
示
さ
な
い
も
の
の
、『
願
文
』
執
筆
時
の
最
澄
が
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
「
四
弘
誓
願
」
を
使
用
し
て
い
た
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
①
～
④
の
見
解
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、『
願
文
』
執
筆
時
の
最
澄
が
天
台
教
学
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
と
す
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
、
最
澄
の
天
台
修
学
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
　
上
記
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
最
澄
の
天
台
修
学
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
『
叡
山
大
師
伝
』
に
基
づ
く
説
と
、
最
澄
撰
『
願
文
』
に
基
27
づ
く
説
に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
双
方
の
説
を
踏
ま
え
て
筆
者
の
見
解
を
提
示
し
た
い
。
　
ま
ず
、『
叡
山
大
師
伝
』
説
を
再
考
す
る
。
こ
の
記
述
自
体
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
も
の
の
、
法
蔵
の
著
作
と
最
澄
の
関
係
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
筆
者
は
見
て
い
る
。
先
ほ
ど
「
一
─
一
『
叡
山
大
師
伝
』
に
お
け
る
最
澄
の
天
台
修
学
」
で
挙
げ
た
法
蔵
の
著
作
を
再
確
認
し
、
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
（
傍
線
部
は
先
に
引
用
し
た
箇
所
と
同
じ
で
あ
り
、
波
線
部
は
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
）。
◇
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
⑴
七
つ
目
に
南
岳
慧
思
禅
師
お
よ
び
天
台
智
者
禅
師
に
依
る
と
、
四
種
教
判
を
立
て
て
、
東
（
中
国
）
に
流
れ
て
き
た
一
代
の
聖
教
を
統
一
し
摂
受
し
た
（
中
略
）［
智
顗
が
設
定
し
た
四
教
判
の
］
四
つ
目
に
円
教
と
名
づ
け
る
の
は
、「
法
界
自
在
」「
具
足
一
切
無
尽
」
の
法
門
、「
一
即
一
切
一
切
即
一
」
等
［
を
説
く
経
典
で
あ
る
］。
す
な
わ
ち
『
華
厳
経
』
で
あ
る
。
◇
法
蔵
撰
『
五
教
章
』
⑵
こ
の
上
記
［
に
挙
げ
た
］
十
家
［
の
仏
教
者
は
］
教
判
を
立
て
て
、
諸
徳
な
ら
び
に
当
時
の
法
将
で
あ
り
、
英
悟
絶
倫
で
あ
っ
た
。
歴
代
［
の
僧
侶
に
と
っ
て
の
］
明
ら
か
な
模
範
で
あ
り
、［
十
家
の
］
階
位
は
測
り
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。［
そ
の
中
で
も
、］
た
だ
慧
思
禅
師
お
よ
び
智
顗
禅
師
は
、
神
異
が
［
両
者
の
間
で
］
感
通
し
て
お
り
、
足
跡
は
交
わ
っ
て
位
に
あ
ず
か
っ
た
。［
両
者
は
、］
霊
鷲
山
で
［
共
に
］
法
を
聴
い
た
こ
と
を
深
く
忘
れ
ず
今
世
に
い
た
。［
慧
思
と
智
顗
に
関
す
る
］
ほ
か
の
神
応
は
広
く
僧
伝
［
に
説
か
れ
る
］
通
り
で
あ
る
。
ま
た
法
雲
法
師
の
よ
う
に
、
宗
旨
を
開
示
す
る
と
こ
ろ
に
依
る
と
、『
法
華
経
』
を
講
説
［
す
る
と
き
に
］、
天
か
ら
花
を
雨
す
等
［
の
奇
瑞
］
が
あ
っ
た
。［
法
雲
の
］
神
通
の
迹
は
僧
伝
に
あ
る
。
そ
の
余
の
も
ろ
も
ろ
の
法
師
［
に
関
し
て
］
も
、
修
行
や
［
経
典
の
］
解
釈
は
超
倫
で
あ
り
、［
そ
れ
ら
は
］
僧
伝
の
通
り
で
あ
る
。 （
）
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⑴
と
⑵
を
通
じ
て
、
筆
者
は
三
つ
の
点
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
▪
⑴
の
傍
線
部
は
、
最
澄
が
天
台
教
学
の
影
響
を
受
け
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
波
線
部
を
見
る
と
、
法
蔵
は
『
法
華
経
』
で
は
な
く
『
華
厳
経
』
を
「
円
教
」
の
位
に
当
て
は
め
て
お
り
、
天
台
教
判
を
忠
実
に
受
容
し
て
い
な
い
。
こ
の
箇
所
を
最
澄
が
披
閲
し
た
と
す
れ
ば
、『
華
厳
経
』
を
中
心
に
据
え
た
教
学
に
関
心
が
向
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
▪
⑵
の
傍
線
部
で
は
、
法
蔵
が
智
顗
を
称
賛
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
波
線
部
で
は
「
十
家
」
や
法
雲
［
四
六
〇
─
五
二
九
］
等
の
功
績
も
讃
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
智
顗
の
み
を
特
別
視
す
る
意
図
が
法
蔵
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
▪
⑴
と
⑵
の
み
な
ら
ず
、
法
蔵
撰
『
五
教
章
』・『
義
記
』
全
体
を
通
し
て
、
最
澄
が
『
願
文
』
で
用
い
て
い
る
「
六
根
相
似
位
」
や
「
無
作
無
縁
四
弘
誓
願
」
な
ど
の
天
台
用
語
が
見
ら
れ
な
い
。
　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
法
蔵
の
著
作
が
最
澄
に
与
え
た
影
響
は
『
叡
山
大
師
伝
』
の
記
述
通
り
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
無
批
判
に
採
用
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　
続
い
て
、『
願
文
』
に
基
づ
く
①
～
④
の
説
を
考
察
し
た
い
。
①
で
は
、『
願
文
』
に
見
え
る
天
台
用
語
と
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
と
の
複
数
個
所
に
及
ぶ
一
致
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
こ
れ
ら
の
指
摘
を
く
つ
が
え
す
ほ
ど
の
根
拠
は
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
説
と
言
え
よ
う
。
　
②
は
、
法
蔵
撰
『
義
記
』
に
お
け
る
「
止
観
」
の
解
釈
が
智
顗
撰
『
小
止
観
』（『
大
正
』
四
六
、
四
六
二
下
）
に
依
拠
し
て
い
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
智
顗
撰
『
小
止
観
』
に
は
「
相
似
位
」「
四
弘
誓
願
」
と
い
っ
た
天
台
用
語
や
、
最
澄
撰
『
願
文
』
に
あ
る
「
聖
教
嘖
空
手
」
の
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
澄
が
智
顗
撰
『
小
止
観
』
を
披
閲
し
た
の
み
で
は
『
願
文
』
を
執
筆
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
　
③
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
伊
吹
敦
［
二
〇
一
六
］
に
よ
っ
て
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
…
…
最
澄
が
早
く
に
法
進
の
『
威
儀
経
疏
』
を
読
み
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
天
台
思
想
に
よ
っ
て
比
叡
山
入
山
を
志
し
た
、
あ
る
い
は
、
（
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天
台
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
中
略
）
し
か
し
、
最
澄
は
こ
の
疏
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
読
ん
だ
こ
と
自
体
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
前
提
に
論
を
進
め
る
の
は
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
傍
線
部
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
最
澄
が
国
昌
寺
に
お
い
て
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
を
披
閲
し
た
こ
と
は
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
国
昌
寺
に
法
進
撰
『
威
儀
経
疏
』
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
伊
吹
氏
の
見
解
は
妥
当
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
③
の
説
は
信
憑
性
に
欠
け
る
。
　
④
の
説
は
、
最
澄
が
入
山
以
前
か
ら
天
台
教
学
を
学
ん
で
い
た
こ
と
を
肯
首
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
田
村
氏
は
「
師
行
表
の
系
統
に
は
天
台
の
実
践
方
法
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
原
動
力
と
な
り
、
入
山
以
後
、
華
厳
の
書
物
の
言
及
を
読
ん
だ
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
本
格
的
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
事
実
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
行
表
が
「
天
台
の
実
践
方
法
」
を
参
照
し
て
い
た
と
す
る
記
述
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
最
澄
が
入
山
以
前
に
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
も
の
の
、
そ
れ
を
知
っ
た
時
期
に
関
し
て
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。
　
以
上
、
①
～
④
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
が
、
現
段
階
で
は
①
の
説
が
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
最
澄
が
『
願
文
』
執
筆
以
前
に
天
台
教
学
を
知
っ
て
い
た
有
力
な
根
拠
と
な
り
う
る
。
小
　
結
　
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
点
を
ま
と
め
、
小
結
と
し
た
い
。
ま
ず
、「
一
、
最
澄
の
天
台
修
学
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
」
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
っ
た
後
に
天
台
修
学
を
志
し
た
〟
と
す
る
説
と
、〝
最
澄
は
比
叡
山
に
入
る
前
か
ら
天
台
修
学
を
志
し
て
い
た
〟
と
す
る
説
を
整
理
し
た
。
こ
の
相
違
は
、
前
者
が
比
叡
山
入
山
以
後
に
天
台
修
学
を
行
っ
た
と
示
す
『
叡
山
大
師
伝
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
最
澄
が
比
叡
山
入
山
直
後
に
記
し
た
『
願
文
』
に
従
う
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
中
で
も
、
最
澄
が
参
照
し
て
い
た
文
献
を
め
ぐ
っ
て
諸
学
者
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
。
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そ
こ
で
、
両
見
解
の
妥
当
性
を
「
二
、
最
澄
の
天
台
修
学
に
関
す
る
著
者
の
見
解
」
に
お
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
の
根
拠
と
す
る
『
叡
山
大
師
伝
』
の
記
述
に
は
不
可
解
な
点
が
見
受
け
ら
れ
、
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
一
方
で
、
後
者
の
最
澄
撰
『
願
文
』
に
従
う
説
は
事
実
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
稲
葉
氏
・
塩
入
氏
等
が
指
摘
す
る
〝
最
澄
撰
『
願
文
』
は
智
顗
説
『
摩
訶
止
観
』
を
参
照
し
な
け
れ
ば
記
せ
な
い
〟
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
後
者
の
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
最
澄
は
入
山
以
前
に
天
台
教
学
を
学
ん
で
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
最
澄
の
入
山
時
期
は
、
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
が
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
も
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
環
境
下
に
あ
っ
た
最
澄
が
天
台
修
学
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
最
澄
の
周
辺
事
情
に
も
目
を
向
け
つ
つ
、
比
叡
山
に
登
る
前
後
の
動
向
を
検
討
し
た
い
。
【
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代
の
伝
教
大
師
の
教
学
』（
大
東
出
版
社
）
白
土
わ
か
［
一
九
八
〇
］「
時
代
風
潮
と
し
て
の
仏
教
思
想
と
最
澄
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
八
─
二
）
関
口
眞
大
［
一
九
六
一
］『
天
台
小
止
観
の
研
究
─
初
学
座
禅
止
観
要
門
─
』（
第
五
版
、
山
喜
房
仏
書
林
）
関
口
眞
大
［
一
九
六
九
］『
天
台
止
観
の
研
究
』（
岩
波
書
店
）
関
口
眞
大
［
一
九
七
三
（
一
）］「
伝
教
大
師
願
文
の
研
究
─
特
に
五
願
の
第
一
条
に
つ
い
て
─
」（
櫛
田
良
洪
博
士
頌
寿
記
念
『
高
僧
伝
の
研
究
』
所
収
、
山
喜
房
仏
書
林
）
関
口
眞
大
［
一
九
七
三
（
二
）］「
伝
教
大
師
「
願
文
」
に
つ
い
て
」（『
伝
教
大
師
研
究
』
所
収
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
田
村
晃
祐
［
一
九
七
九
］『
最
澄
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）
田
村
晃
祐
［
一
九
八
八
］『
最
澄
』（
新
装
版
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
）
冨
樫
進
［
二
〇
一
二
］『
奈
良
仏
教
と
古
代
社
会
─
鑑
真
門
流
を
中
心
に
─
』（
東
北
大
学
出
版
会
）
仲
尾
俊
博
［
一
九
七
三
］『
日
本
初
期
天
台
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
）
二
宮
守
人
［
一
九
三
二
］「
伝
教
大
師
願
文
の
研
究
」（『
大
正
大
学
学
会
報
』
十
二
）
英　
亮
［
二
〇
二
〇
］「
南
都
に
お
け
る
天
台
教
勢
と
最
澄
へ
の
影
響
」（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
三
七
）
堀
一
郎
［
一
九
四
三
］『
伝
教
大
師
』（
青
梧
堂
）
三
浦
周
行
［
一
九
二
一
］『
伝
教
大
師
伝
』（
御
遠
忌
事
務
局
）
吉
津
宜
英
［
一
九
八
七
］「
華
厳
教
学
へ
の
最
澄
の
対
応
に
つ
い
て
」（『
華
厳
学
研
究
』
創
刊
号
）

［
一
九
九
七
］「
中
国
華
厳
学
派
の
人
々
に
よ
る
天
台
教
学
の
依
用
─
特
に
天
台
へ
の
澄
観
の
「
依
憑
」
に
着
目
し
て
─
」（『
天
台
大
師
研
究
』
所
収
、
祖
師
讃
仰
大
法
会
事
務
局
天
台
学
会
）
註
田
村
晃
祐
［
一
九
八
八
］（
二
五
）。
最
澄
撰
『
願
文
』
は
、
入
山
し
て
間
も
な
い
頃
に
著
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
は
最
澄
の
伝
記
で
あ
る
『
叡
山
大
師
伝
』
（
）
1（
）
2
32
（『
伝
全
』
五
附
録
、
三
─
五
）
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
お
り
、
入
山
直
後
の
最
澄
の
思
想
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鑑
真
た
ち
に
よ
る
天
台
教
勢
を
最
澄
が
被
っ
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
英　
亮
［
二
〇
二
〇
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。
田
村
晃
祐
［
一
九
七
九
］（
一
二
）。
『
叡
山
大
師
伝
』
の
選
者
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
が
、
佐
伯
有
清
［
一
九
九
二
］（
五
四
）
に
依
っ
た
。
六
和
無
欠
。
一
山
在
限
。
於
是
大
師
随
得
。
披
覧
起
信
論
疏
并
華
厳
五
教
等
。
猶
尚
天
台
以
為
指
南
。
毎
見
此
文
。
不
覚
下
涙
。
慨
然
無
由
披
閲
天
台
教
迹
。
是
時
邂
逅
値
遇
知
天
台
法
文
所
在
人
。
因
茲
得
写
取
円
頓
止
観
。
法
華
玄
義
。
并
法
華
文
句
疏
。
四
教
義
。
維
摩
疏
等
。
此
是
故
大
唐
鑑
真
和
上
将
来
也
（『
伝
全
』
五
附
録
、
五
─
六
）。
関
口
眞
大
［
一
九
六
一
］（
九
八
、
一
〇
六
─
一
〇
七
）、
佐
伯
有
清
［
一
九
九
四
］（
八
三
─
八
四
）。
七
依
南
嶽
思
禅
師
及
天
台
智
者
禅
師
。
立
四
種
教
統
摂
東
流
一
代
聖
教
（『
大
正
』
四
五
、
四
八
一
上
）。
此
上
十
家
立
教
。
諸
徳
並
是
当
時
法
将
。
英
悟
絶
倫
。
歴
代
明
模
。
階
位
叵
測
。
秪
如
思
禅
師
及
智
者
禅
師
。
神
異
感
通
。
迹
参
登
位
。
霊
山
聴
法
憶
在
於
今
。
諸
余
神
応
広
如
僧
伝
（『
大
正
』
四
十
五
、
四
八
一
上
─
中
）。
若
修
止
者
。
住
於
静
処
端
坐
正
意
。
前
中
言
住
静
処
者
。
是
修
止
縁
等
也
。
具
言
之
有
五
縁
。
一
者
間
居
静
処
。（
中
略
）
二
者
持
戒
清
浄
。
（
中
略
）
三
者
衣
食
具
足
。
四
者
得
善
知
識
。
五
者
息
諸
縁
務
。（
中
略
）
広
如
天
台
顗
禅
師
二
卷
止
観
中
説
也
（『
大
正
』
四
十
四
、
二
八
三
上
─
中
）。
他
に
も
、
三
浦
周
行
［
一
九
二
一
］、
堀
一
郎
［
一
九
四
三
］（
九
四
─
九
五
）、
石
田
瑞
麿
［
一
九
六
三
］（
一
一
八
─
一
一
九
）、
仲
尾
俊
博
［
一
九
七
三
］（
一
四
─
一
五
）、
佐
々
木
憲
徳
［
一
九
八
二
］（
九
）、
塩
入
法
道
・
池
田
宗
譲
・
多
田
孝
文
［
二
〇
一
二
］（
九
）
な
ど
が
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
注
一
五
を
参
照
。
七
依
南
嶽
思
禅
師
及
天
台
智
者
禅
師
立
四
種
教
。
統
摂
東
流
一
代
聖
教
（
中
略
）
四
名
円
教
。
為
法
界
自
在
具
足
一
切
無
尽
法
門
。
一
即
一
切
一
切
即
一
等
。
即
華
厳
等
経
是
也
（『
大
正
』
四
五
、
四
八
一
上
）。
此
上
十
家
立
教
。
諸
徳
並
是
当
時
法
将
。
英
悟
絶
倫
。
歴
代
明
模
。
階
位
叵
測
。
秪
如
思
禅
師
及
智
者
禅
師
。
神
異
感
通
。
迹
参
登
位
。
霊
山
聴
法
憶
在
於
今
。
諸
余
神
応
広
如
僧
伝
。
又
如
雲
法
師
。
依
此
開
宗
。
講
法
華
経
感
天
雨
花
等
。
神
迹
如
僧
伝
。
其
余
諸
法
師
行
解
超
倫
。
亦
如
（
）
3（
）
4（
）
5（
）
6（
）
7（
）
8（
）
9（
）
10（
）
11（
）
12（
）
13（
）
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僧
伝
（『
大
正
』
四
十
五
、
四
八
一
上
─
中
）。
①
の
説
に
対
し
て
、
二
宮
守
人
［
一
九
三
二
］
に
よ
る
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
宮
氏
は
、
最
澄
の
『
願
文
』
に
見
え
る
の
は
天
台
用
語
で
は
な
く
三
論
用
語
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
然
る
に
此
願
文
は
断
じ
て
天
台
学
研
究
に
未
だ
手
を
染
め
ざ
る
已
前
の
大
師
の
製
作
で
あ
り
、
願
文
中
の
用
語
を
天
台
術
語
な
り
と
い
ふ
は
極
め
て
幼
稚
な
る
研
究
で
あ
る
事
を
、
已
下
一
一
の
字
句
に
於
て
証
明
せ
ば
左
の
如
し
。
二
宮
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
①
始
覚
②
六
根
清
浄
位
③
四
弘
誓
願
④
五
神
通
⑤
無
作
⑥
無
縁
⑦
第
一
義
⑧
無
上
菩
提
⑨
金
剛
⑩
安
楽
之
果
⑪
照
理
⑫
無
所
得
と
い
う
用
語
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
①
～
⑫
ま
で
の
用
語
は
「
上
半
前
半
に
於
て
最
も
通
俗
に
、
願
文
中
で
天
台
術
語
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
の
す
べ
て
が
三
論
用
語
で
あ
る
事
を
示
し
、
後
半
に
於
て
特
に
願
文
中
の
三
論
用
語
の
特
色
あ
る
も
の
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
（
中
略
）
此
願
文
の
文
字
だ
け
は
徹
頭
徹
尾
三
論
教
学
を
中
心
と
す
る
奈
良
仏
教
を
母
胎
と
し
て
生
れ
出
で
得
る
も
の
で
あ
る
事
を
断
言
…
…
」
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
稲
葉
氏
等
の
説
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
根
拠
は
有
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
佐
伯
有
清
［
一
九
九
二
］（
二
〇
七
）
に
よ
る
と
、
同
様
の
こ
と
は
、
法
蔵
撰
『
義
記
』
の
他
所
（『
大
正
』
四
十
四
、
二
八
四
中
）
に
も
確
認
で
き
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
鎌
田
茂
雄
［
一
九
七
五
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
蔵
が
智
顗
撰
『
小
止
観
』
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
「
止
観
」
の
実
践
面
で
あ
り
、「
止
観
」
の
理
論
自
体
で
は
な
い
点
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
叡
山
大
師
伝
』（『
伝
全
』
五
、
附
録
五
―
六
）
に
は
入
山
後
に
鑑
真
将
来
の
天
台
典
籍
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
入
山
時
点
に
お
け
る
最
澄
の
天
台
教
学
理
解
は
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
英　
亮
［
二
〇
二
〇
］。
【
凡
例
】
一
、
旧
字
体
は
原
則
的
に
通
行
体
に
改
め
た
。
一
、
送
り
仮
名
は
原
則
的
に
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
一
、
参
考
資
料
等
の
頁
数
は
、（　
）
内
に
数
字
だ
け
を
記
し
た
。
一
、
文
中
の
引
用
は
、
最
初
に
「
‥
‥
‥
」
で
示
し
た
。
一
、
人
物
の
生
没
年
は
、［　
］
内
に
数
字
の
み
で
示
し
た
。
（
）
15（
）
16（
）
17（
）
18
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一
、
引
用
文
中
に
お
け
る
傍
線
や
（　
）
等
は
、
す
べ
て
筆
者
が
記
し
た
。
【
略
号
】
※
そ
の
他
の
『
妙
法
蓮
華
経
』『
大
般
涅
槃
経
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
等
の
主
要
な
仏
典
、
な
ら
び
に
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
な
ど
の
論
疏
に
つ
い
て
は
、
慣
例
（『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』『
法
華
玄
賛
』
等
）
に
従
う
。
『
威
儀
経
疏
』
…
…
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
『
義
記
』 
…
…
…
… 
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
